

















































































津波の研究は貞享 3 年 （1686） と宝永 4 年 


















































　そして、中央防災会議からは 11 月 4 日の安
政東海地震 （嘉永 7 年 11 月 4 日） と 11 月 5 日



































史料』巻之 18（16）は嘉永 6 年 12 月から安政元
年 6 月までの主な地震を収録している。その中
には小田原地震（嘉永 6 年 2 月 2 日）や畿内
の地震（同年 4 年 27 日）、上方の地震（同年
6 月 21 日）、伊賀の地震（同 7 年 6 月 14 日）、












































































明応７年 （1498） ６月11日 全国
６月25日 大地震　豊川瀬替
永正７年 （1510） ８月７日 大地震　遠州今切海となる
天文８年 （1539） ８月17日 三州津波、大汐
慶長７年 （1602） 12月 津波　白須賀死者多数
寛永４年 （1627） １月21日 大地震
寛永10年 （1633） １月２日 大地震（関東）
寛永13年 （1636） ７月 南海鳴動
正保４年 （1647） ５月13日 江戸地震
慶安元年 （1648） ４月22日 地震（箱根）
　　２年 （1649） ２月19日 四国地震
　　４年 （1651） ３月 地震
６月 地震
寛文２年 （1662） ５月１日 地震
　　５年 （1665） ２月27日 越後地震
天和３年 （1683） ５月22日 地震（日光）
９月１日 地震
宝永４年 （1707） 10月４日 大地震、津波
享保７年 （1710） ８月14日 高潮
延享４年 （1747） ４月24日 地震




霊亀元年 （715） ５月25日 遠江地震（日本書記）
　　26日 三河地震、正倉 47 潰れる
天平宝字 6 年（762）５月９日 地震（美濃、信濃）
仁和３年 （887） ７月末日 畿内地震
明応７年 （1498） ８月26日 東海地方地震、津波　今切
天正13年 （1585） 11月29日 畿内・東海地震、津波
慶長10年 （1605） 12月16日 関東～九州地震、津波
寛文２年 （1662） ５月１日 畿内と周辺
貞享３年 （1686） ８月16日 三河、遠江地震、新居関、田原城
宝永４年 （1707） 10月４日 西日本全体地震、津波
天明３年 （1783） ７月６日 浅間噴火地震
弘化４年 （1847） ３月24日 善光寺地震





　　２年 （1855） 10月２日 江戸地震
明治24年 （1891） 10月28日 濃尾地震
大正12年 （1923） ９月１日 関東地震
昭和19年 （1944） 12月７日 東海地震
昭和20年 （1945） １月13日 三河地震
　（同書より作成）
になるのであろうか。




















ものである。全体で 19 件、うち中世以前は 6
件を数え、佐野監物よりも多い。また江戸時代
は 9 件で佐野監物の江戸時代中期までの 15 件
よりも少ない。明治以降は 4 件である。中世以
前の件で佐野監物の選んだ件と一致するのは












































慶長９年 （1604） 11月 地震、津波
　　19年 （1614） 10月 地震
延宝８年 （1680） ８月６日 大波　家潰れ、死者
貞享２年 （1685） ３月 大地震、被害大
元禄12年 （1699） ８月15日 津波
宝永４年 （1707） 10月４日 大地震、津波
（前代未聞）、野田 7 郷
正徳９年 （1719） ７月９日 大風、津波
享保15年 （1730） ８月末 高浪　船、網流失
天明３年 （1783） ７月 地震
弘化４年 （1847） ３月24日 信州大地震




安政元年 （1854） １月４日 大地震、津波
　　２年 （1855） ９月28日 大地震　津波
　　２年 （1855） 10月２日 江戸大地震
　　３年 （1856） １～８月 余震
　　３年 （1856） ９～12月 余震
　　５年 （1858） １月16日 地震
２月 北国地震
明治22年 （1889） ９月５日 高潮
大正12年 （1923） ９月１日 関東大地震
昭和19年 （1944） 12月７日 大地震



















　まず、明応 7 年（1498）は 4 月 5 日、6 月


















































































































































































































図 2 である。最初の東海地震は 11 月 4 日午前



























図 2　嘉永 7年から安政 3年の地震（松坂賚「大地震高潮略記」より作成）





である。嘉永 7 年 2 月 2 日の大地震は三河か
ら相模にかけて広がり、小田原が大きな被害を
受けている。次いで 6 月 13 日に大地震があり、
『大日本地震史料』（47）巻之 18 によれば 6 月 13
日は大坂方面の地震になっている。6 月 15 日
は余震の連続だが、これは伊賀や大和など関西
一円で生じた大地震である。
　そして図 4 の 11 月 4 日が東海地震であり、
翌 5 日の南海地震は 2 回の大地震の発生に


















べく多くの史料を収集することが必要になる。図 3　嘉永 7年 2月と 6月の地震
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